
 

 

 

令和８年度の重点目標  めざす子ども像 

 

 

 

 

 

 

 

                                  学校経営テーマ   子どもが学びの主体として育つ学校をつくる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■強く 

めあてをもち、進んで取り組み、自分を高める子 

   高く 

互いを認め合い、思い・考えを伝え合う子 

☆美しく 

主体的に取り組み、くらしをよりよくしていこうとする子 

■自分に合った一つ上のめあてをもつ 

■最後まであきらめずやり抜く 

■成果と課題を適切に評価し次に活かす 

   相手意識を持って聴く・伝える 

   理由や根拠をわかりやすく伝える 

   既習やくらしの中から課題を見出し、解決するた

めに進んで取り組む 

☆なりたい自分になるために、できることを考え、自主

的に実践する 

☆自他の個性を尊重し合い、力を合わせて取り組む 

重点目標を具現化する学校研究 

【研究主題】 

自ら学びをつくり、 

楽しむ子どもの育成 

１ 研究の内容 

・子どもの学びを動かす「問い」に着目し、

問いを起点とした授業づくりを通して、主

体的に学ぶ子どもの育成を目指す。 

２ 研究の方法 

・学級カリキュラムマネジメント表を基にし

た単元構成 

・一人一授業公開またはワークショップの

実施 

・みんなでつくる事前研究会・明日からの

授業につなげる事後研究会 

３ 授業改善の視点 

・問いの生成：聴き合う関係づくりと課題

づくり 

・問いの共有：「わからない」の質の向上 

・問いをもとにした学び 

・学びを邪魔しない「教師の出」の吟味 

個々を育てる各部の活動 

「強く」育成部【健康安全指導】 

・心身のたくましさの育成 

・いのちの教育 

・運動会企画運営 

「高く」育成部【学習指導】 

・学校研究による授業改善 

・カリキュラム・マネジメント 

・生活科・総合の見える化 

・自ら取り組む家庭学習 

・学習発表会企画運営 

「美しく」育成部【生徒指導】 

・児童会活動、学級活動 

・縦割り活動・清掃 

・インクルーシブ教育推進 

・縦割り活動の日企画運営 

教育活動をつくる【教務部】 

・コミュニティスクールとの連携 

担任が授業づくり・活動づくり・学級づくりに専念できるよう教員の教育活動を支援する学校経営活動 

A 組織・運営の改善 会議改革 【教務主任】 B 教育課程の改善等 【教務主任】 C 特支教育・教育相談体制の見直し・改善 【特 C】 D 家庭・地域との連携、教育資源活用等 【教頭・推進員】 

・学年単位で教科担任制や習熟度別学習等を取り入れ、担任
団で学年の子どもを見守り、育てる 
・学校研究やカリマネを進めるための時間を確保する 
・カリキュラム・マネジメントや生活科・総合的な学習など、必要に
応じて研修会を設定する 
・毎週火曜日に教務会、水曜日に職員終会 

・職員会議・主任会や学校研究、児童会、生活・総合、参観・
面談などのスケジュールを適切に管理し、子どものよりよい育ちを実
現する教育課程の改善に努める 
・日課表を見直し、６校時をなくす。基本的に５校時＋モジュー
ル（１週間で９モジュール）とする 
・１年生の年度初めの２０日間を「スタートプログラム」として、ス
ムーズな学習への導入を図る 

・迅速かつ組織的な対応により、担任の困りごとに寄り添い支援
する体制を構築する 
・特支学級児童、別室登校児童、その他の配慮が必要な児童
について、担外会等で情報を共有・整理し、適切な支援ができる
ようにする 
・様々な児童のニーズに合った支援ができるように、教育環境を整
備する 

・小中連携を推進する 
・地域学校協働活動推進員を中心に、コミュニティ・スクール事業
を積極的に推進する 
・地域学校協働活動の充実を目指し、地域人材・資源の掘り起
こしと情報整理を行う 
・学校だよりや HP、地域の集まりにおいて、子どもの成長の姿を
積極的に発信する 

重点目標達成のために全職員で行う具体的な取り組み 

■強く    高く ☆美しく 

■   ☆主体的・協働的・探究的な学びを実現する授業改善（資質・能力を育む授業・活動づくり） 

■   ☆生活科・総合、特別活動（行事・縦割り活動）等において、めざす子どもの姿とそれを実現する教師の立ち位置と出の共有 

■一人一人の力を結集してつくる運動会 

全校種目・学年部種目・応援合戦 

   一人一人が主役になってつくる学習発表会 

各学年のカリキュラムに応じて複数日設定 
☆固い絆をつくる縦割り活動の日 「けやきの日」 

■心身のたくましさの育成 

短距離走記録会・持久走記録会の実施 

   子どもから始まり探究を繰り返す生活科・総合的

な学習（70h一単元） 
☆よりよい南小のくらしをつくる児童会・縦割り活動 

■継続的な体力づくり（走・縄跳び）    自ら取り組む家庭学習 ☆諸問題へのチーム対応・インクルーシブ教育 

教科・総合・特活を横断するカリキュラム・マネジメント 

令和８年度  上山市立南小学校  学校経営全体構想  

学校教育目標  強 く ・ 高 く ・ 美 し く  め ざ せ  け や き の 子 ど も 
重点目標の評価と検証方法【教頭・教務】 

□学校評価 

（児童・保護者・教職員・学校運営協議会

による） 

□客観的評価 

（全国学力・学習状況調査、標準学力調

査、QU） 

□重点目標・経営コンセプトについての評価 

（①学校研究、②カリマネ、③生活科・総

合、④特別活動についての PDCA） 

＜OJT 推進＞ 

〇同僚性の構築 

 ・校外研修へ積極的に

派遣 

 ・学年会や校内研の定

期的開催 

 ・教職員評価、面談の

活用 

 ・横の「た・い・わ」と縦の

「ほう・れん・そう」でしっかり

連携 

 ・職員研修や若手研な

どの意図的計画的な設

定 

＊「た・い・わ」 

 た：たがいの考えを認め高め

合う 

 い：いいことも気になることも努

めて伝え合う 

 わ：わくわくすることを語り合う 

重点目標設定理由 

１ 身に付けさせたい資質・能力の観点から 

① 自ら動き出し学びの主体となる 

② 多様な見方・考え方に挑戦する 

③ 根拠を明確にし、筋道を立てて説明し

ようとする 

④ テキストを理解し、熟考し、意見を伝え

ることができる 

２ めざす子ども像の観点から 

〇学力の３要素第３「学びに向かう力、人

間性等」の育成の重視 

［強く］心身のたくましさの育成 

［高く］協働的・探究的に学ぶ力の育成 

［美しく］主体性と志の育成 

＜働き方改革＞ 

〇職員の意識改革 

・自分と向き合う時間

を確保し、日々の生

活を豊かにする 

・意識改革の必要性

を呼びかける 

〇学校内の改革 

「南小学校働き方改

革 2026 の実施」 

・子どもと向き合う時

間を確保し、ゆとりを

生み出す 

・会議・行事を見直し

精選に取り組む 

⇒働き甲斐改革 

県７教振・市重点施策 

資質・能力を 
育む授業改善 

協働的・探究的な学び 

子どもから始まる 
生活科・総合 

ふるさとの良さを発見 

子どもがつくる３大行事 
運動会・学習発表会・縦割り活動の日 

子どもがつくる 
くらしときずな 

全職員で６年生を育てる 

経営コンセプト 

重点目標達成のために教

育課程全体を通して大切

にすること 

経営を支えるもの 

特別支援教育・教育相談の充実 

 担任団で学年児童を育てる  

教職員一人一人が「メンターン」 

カリキュラム・マネジメント表（学級経営案）と教職員評価（業績）に基づくＰＤＣＡ 


